


研究目的:低出生体重児の栄養評価に二重 X 線吸収法(DXA)による腰椎の骨密度(BMD)測定

は非常に有用である。子宮内発育不全児(IUGR)は胎内で既に栄養不良の状態であるが、骨

密度の適正体重児(AFD)との違いは不明である。そこで低出生体重児のなかでもIUGRとAFD

の違いについて検討した。 


